
「
第
７
回
全
国
海
洋
教
育
サ
ミ
ッ
ト
」只
見
中
が
優
秀
賞
を
受
賞
！

ラ
イ
ザ
ッ
プ
と
連
携
す
る
健
康
増
進
事
業

小
中
学
生
が
海
洋
教
育
の
成
果
を
発
表

合
計
約
120
キ
ロ
の
減
量
に
成
功
！

　
２
月
４
日
、
町
内
小
学
校
の
海
洋
教
育

成
果
発
表
会
が
朝
日
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
者
が
参

加
し
ま
し
た
。同
会
は
、町
内
３
小
学
校
が

一
年
間
実
践
し
て
き
た
海
洋
教
育
学
習
、

そ
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｄ（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
教
育
）の
成
果
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
発
表

す
る
も
の
で
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
各
校
の
６
年
生
が
「
観
光
」

「
防
災
」「
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
の
観
点
か

ら
〝
只
見
町
の
未
来
〞
に
関
し
て
学
ん
で

き
た
こ
と
を
発
表
し
、
児
童
た
ち
の
考
え

や
想
い
を
参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。
最
後

に
、
来
賓
と
し
て
参
加
し
た
東
京
大
学
大

学
院
の
丹
羽
特
任
准
教
授
と
川
上
特
任

研
究
員
よ
り
、
全
国
海
洋
教
育
サ
ミ
ッ
ト

　
最
終
回
は
、
体
組
成
計
で
体
重
や
筋
肉

量
な
ど
を
測
定
し
た
後
、
こ
れ
ま
で
よ
り

も
強
度
を
増
し
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
い
、
最
後
に
こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
を
支
え

た
大
橋
ト
レ
ー
ナ
ー
か
ら
受
講
生
全
員
に

修
了
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
修
了
証
を

受
け
取
っ
た
皆
さ
ん
は
、
清
々
し
い
表
情

で
「
グ
ル
ー
プ
の
皆
が
い
た
か
ら
最
後
ま

で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た
」「
今
後
の
生
活

習
慣
の
改
善
に
向
け
、
継
続
し
て
頑
張
り

た
い
」
な
ど
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
受
講
生
全
員
で
計
「
１
１

９
キ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
減
量
に
成
功
し
、
健

康
意
識
の
向
上
や
生
活
習
慣
の
改
善
を
受

講
生
が
身
を
も
っ
て
経
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
２
月
３
日
、只
見
町
と
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｐ（
ラ

イ
ザ
ッ
プ
）
が
連
携
す
る
健
康
増
進
事
業

「
イ
イ
か
ら
だ
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
今

年
度
最
終
回
が
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
受
講
生
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
事
業
は
、
町
の
健
康
課
題
で
あ
る
「
肥

満
」の
解
消
や「
糖
尿
病
」の
予
防
、
生
活

習
慣
の
改
善
に
向
け
て
昨
年
度
よ
り
行
わ

れ
て
い
る
ラ
イ
ザ
ッ
プ
の
出
張
型
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。
受
講
生
は
、
全
８
回
に
渡
り

食
生
活
や
運
動
に
関
す
る
講
義
、
筋
力
・

柔
軟
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
な
が
ら
自
宅

で
の
食
生
活
な
ど
に
も
気
を
配
り
、
健
康

へ
の
高
い
意
識
を
持
っ
て
３
ヵ
月
間
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

に
向
け
、
相
手
に
伝
わ
る
発
表
の
仕
方
や

各
発
表
内
容
の
中
で
強
調
す
べ
き
部
分
な

ど
に
つ
い
て
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
２
月
15
日
、
町
内
３
小
学
校
と
只
見
中

学
校
を
含
む
、
計
66
団
体
の
皆
さ
ん
が
全

国
各
地
か
ら
参
加
し
た
「
第
７
回
全
国
海

洋
教
育
サ
ミ
ッ
ト
」（
会
場
：
東
京
大
学
）

で
は
、
只
見
中
学
校
が
最
優
秀
賞
（
１
団

体
）
に
次
ぐ
優
秀
賞（
２
団
体
の
み
）に
輝

き
ま
し
た
。こ
れ
は
、中
学
校
に
限
ら
ず
、

小
学
校
か
ら
培
っ
て
き
た
海
洋
教
育
の
成

果
が
広
く
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
只

見
町
全
体
と
し
て
の
受
賞
と
も
言
え
る
素

晴
ら
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

▲町民の皆さんや関係者も多く参加した

▲受講生と大橋トレーナー（下段中央）

▲最終回は強度を増した筋力トレーニングを実施

▲優秀賞に輝いた只見中学校の生徒たち（東京大学にて）
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只
見
線
ラ
ベ
ル
の
販
売
に
よ
り

県
産
材
で
木
質
化
を
推
進

国
内
で
の
感
染
拡
大
を
受
け

小
学
生
が
伝
統
工
芸
を
学
ぶ

合
同
会
社
ね
っ
か
が
寄
付

Ｊ
Ｒ
只
見
駅
待
合
室
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
対
策
連
絡
会
議
を
設
置

「
つ
る
細
工
教
室
」を
開
催

　
２
月
17
日
、
合
同
会
社
ね
っ
か（
梁
取
）

脇
坂
斉よ

し

弘ひ
ろ

代
表
社
員
か
ら
町
へ
、Ｊ
Ｒ
只

見
線
の
利
活
用
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

「
ね
っ
か
『
只
見
線
ラ
ベ
ル
』」
千
本
分
、

計
10
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
応
援
を
目
的
に
、
千
本

限
定
で
販
売
さ
れ
て
い
る
『
只
見
線
ラ
ベ

ル
』
は
、
購
入
す
る
と
一
本
百
円
が
町
に

寄
付
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

寄
付
金
は
、
只
見
線
全
線
運
行
再
開
に
向

け
た
町
の
関
連
施
策
な
ど
に
活
用
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
脇
坂
さ
ん
よ
り
「
二
〇
二
〇
東

京
五
輪
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
頑
張
り
ま
す
！
」

と
の
意
気
込
み
も
併
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
２
月
６
日
、
Ｊ
Ｒ
只
見
駅
待
合
室
が
木

の
温
か
み
溢
れ
る
空
間
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
只
見
町
観
光
ま
ち
づ
く
り

協
会
の
事
務
所
移
転（
昨
年
９
月
）に
よ
り
、

同
ス
ペ
ー
ス
は
一
時
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
、
こ
ち

ら
に
も
事
務
所
が
再
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

県
建
築
士
会
山
口
支
部
の
方
々
が
デ
ザ
イ

ン
や
工
事
を
担
当
し
た
も
の
で
、「
つ
る

細
工
」
の
網
目
が
内
装
に
表
現
さ
れ
て
い

る
他
、
只
見
農
産
加
工
企
業
組
合
「
げ
ん

き
村
」（
楢
戸
）の
エ
ゴ
マ
油
が
塗
装
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
案
内
や
物
販
も
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
２
月
25
日
、
全
国
各
地
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
関
連
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
続

く
状
況
を
受
け
、
只
見
町
に
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
連
絡
会
議
」（
本
部
長
：

町
長
、
副
本
部
長
：
保
健
福
祉
課
長
）
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
末
現
在
、
福
島
県
内
に
お
け
る
感

染
者
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
が
主

催
す
る
不
急
か
つ
不
特
定
多
数
の
方
が
参

加
す
る
感
染
の
リ
ス
ク
が
高
い
行
事
・
イ

ベ
ン
ト
は
、
状
況
に
よ
り
延
期
又
は
中
止

す
る
対
応
と
な
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
引

き
続
き
、咳
エ
チ
ケ
ッ
ト（
マ
ス
ク
着
用
等
）

や
手
洗
い
な
ど
、
通
常
の
感
染
症
対
策
を

徹
底
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
２
月
18
〜
19
日
、伝
統
工
芸
を
学
ぶ「
つ

る
細
工
教
室
」
が
町
内
の
小
学
校
で
開
か

れ
、
各
校
の
５
〜
６
年
生
（
朝
日
小
は
３

〜
４
年
生
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
児
童
た

ち
は
、
各
地
区
の
民
芸
品
保
存
会
の
皆
さ

ん
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
籐
づ
る
を

使
っ
て
鍋
敷
き
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。
初

め
は
、
慣
れ
な
い
作
業
に
苦
戦
し
て
い
た

児
童
た
ち
も
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
コ

ツ
を
つ
か
み
、
上
手
に
作
品
を
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
、
東
京
学
芸
大
学
で
つ

る
細
工
の
研
究
を
し
て
い
る
学
生
２
名
と

小
柳
知
代
准
教
授
も
参
加
し
、
児
童
た
ち

と
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
町
の
伝
統
工

芸
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。

★脇坂さん（右）は、3/26～28に行われる「東京五輪聖火
リレー」（県内ルート）只見町ゆかりのランナーです。

▲県産スギ材で作られた物販コーナーや
　ベンチが設けられている

▲各施設に周知チラシなどが設置された
　（写真：保健福祉センター）

▲つる細工に取り組む児童たち
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